
 

令和７年３月  日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立大船高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月17日実施） 

総合評価（３月27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の知的好奇心を

喚起し、思考力・判断

力・表現力を高めると

ともに、探究する力を

育み、希望進路を実現

する教育課程編成や組

織的な授業研究・実践

に取り組む。 

②学校行事や生徒会活

動等における生徒の主

体的な取組の促進を図

る。 

①新教育課程４年目以 

降を見据えて、希望進 

路を実現する教育課程 

編成の見直しを行う。 

一人１台端末の有効的 

な活用方法について研 

究する。 

②学校行事を通して、 

主体的に考え行動する 

力と、コミュニケーシ 

ョン能力を伸ばす。 

①教育課程研究委員会を開 

催して教育課程の課題を洗 

い出し、令和７年度入学生 

に向けた見直しを行う。授 

業研究・校内研修を充実さ 

せ、一人１台端末の有効的 

な活用方法の共有を図る。 

②学業等との両立ができる 

環境を作り、生徒が主体的 

に学校行事等に取り組む力 

を育む。 

①希望進路の実現に十分

な教育課程となっている

か検討する。生徒による

授業評価により、一人１

台端末の活用に対する満

足度を図る（60％以上） 

②学校行事等で主体的に 

計画・実行し問題解決を 

する生徒が増えたか。 

 

 

①教育課程研究委員会を開

催し、各教科または学校全

体を見据えた課題の洗い出

しを行った。生徒による授

業評価により、端末の有効

活用についての満足度が

68％となった。 

②学業と行事等を両立でき

る環境を整え、昨年度以上

に生徒が主体的に行事に取

り組む力を育むことができ

た。 

①教育課程編成の「進路の

実現に十分な教育課程」に

向けた具体的な改善には至

っていない。令和７年度入

学生は微修正を、令和８年

度入学生に向けた改善案を

検討中である。端末につい

ては、校内研修等により、

活用の充実を目指す。 

②生徒主体で行事等をより

具体的に計画・実行し問題

解決できる力を育む。 

①授業評価の活用を

さらに進めてほし

い。端末については

活用が進んでいるこ

とがうかがえる。 

②行事が生徒主体と

なり活性化してお

り、評価できる。教

員の業務量との関係

もあるが、さらに活

発化することを望

む。 

①進路実現のために有

効な教育課程を具体的

に進める必要がある。

端末は有効に活用され

始めていると思われ

る。。 

②年々学校行事が生徒

主体で企画・運営され

てきている。ただし、

教員の業務量とのバラ

ンスを検討する必要も

ある。 

①生徒の進路実現

に向けての教育課

程について、具体

的な見直しと編成

を進めていく。 

②企画・運営のす

べての面で中心と

なるように、運営

委員会の発足時期

を早め、その素地

を形成する。 

２ 

（幼児・
児童・） 
生 徒 指
導・支援 

①多様な生徒の個に応

じた支援体制の充実を

図る。 

②個性を重んじるとと 

もに、他者への共感力 

と協働的な行動を尊ぶ 

姿勢を育成する。 

①生徒の多様性を尊重 

し、教育相談の支援体 

制の理解を深め個々の 

情報を共有するための 

効率的なシステムを構 

築する。 

②部活動等を通して、 

自己の可能性に自ら挑 

戦する力や、他者と協 

働する力を育む。 

①SC、SSWとの詳しい情報

をコア会議やケース会議で

共有するなど関係職員へ迅

速に周知し有効活用する支

援体制の充実を図る 。 

②学業との両立を図りつ 

つ、生徒の満足度の向上を 

目指す。 

① SC,SSWとの情報交換 

を密にし、支援の必要な

生徒に対し情報共有を迅

速に行う支援体制を充実

させ、課題解決につなが

ったか。 

②目標達成のための部活 

動の方針に即した客観的 

な指導体制が確立できた 

か。生徒の部活動満足度 

が向上したか。 

①サポートドックで全生徒

対象をスクリーニングし、

SC、SSW と検討して担任が

プッシュ面談を行った。詳

しい情報を学年会、コア会

議やケース会議で共有する

など関係職員へ迅速に周知

し、有効活用する支援体制

の充実を図った 。 

②学業との両立を図った

が、生徒の満足度の向上に

は改善の余地がある。 

①学期ごとのサポートドッ

クを活用しSC,SSWとの情

報交換を密にすることで、

支援の必要な生徒に対し情

報共有を迅速に行ってい

く。関係機関との連携など

適切な対応ができたか検証

し、さらなる支援体制の充

実を図る。 

②生徒の満足度を向上させ

るために、より効率的な指

導体制の確立を目指す。 

①サポートドックの

活用により、多くの

生徒への声掛けがで

きていることは評価

する。 

②部活動参加率が高

いことは評価でき

る。大会の実績など

から活発化している

様子も感じられる。 

①教育相談体制は整っ

てきているが、生徒の

多様性に対応する必要

がある。 

②部活動加入率が例年

に比べ若干落ちたが、

学業との両立を図り、

多くの部活動を活性化

させることができた。 

①多様な生徒の支

援のため、研修を

行うとともに教育

相談体制の充実を

図る。 

②さらなる学業と

の両立を目指し

て、生徒が継続し

て部活動に取り組

める環境を整え

る。 

３ 
進 路 指
導・支援 

・生徒が自らの資質・ 

能力の向上を自覚でき 

る進路指導を実践し、 

生徒の「挑戦」を支援 

する。 

 

・高い目標を持って生 

徒が「挑戦」し、希望 

の進路を実現できるよ 

う組織的取組の推進を 

図る。 

・生徒の希望をもとに目標 

指標を定め、Classiの効 

果的な活用、外部模試、進 

路講演会、保護者向けの情 

報発信を行い、生徒が高い 

目標に挑戦できるよう組織 

的に取り組む。 

・自らの進路活動に満足

したかどうか。 

・進路未決定者が10％未

満かどうか。 

・模試の定点観測を行い

学力が向上しているか。 

・進路アンケートでは進路

活動がうまくいったと考え

ている生徒が75％弱と昨

年度よりも減少した。 

・過去年度との比較から現

状把握に努め、課題を認識

させて取り組ませた。 

・一般受験の生徒の方が進

路活動における満足度が低

い傾向があるので、進路希

望実現に向けた学力向上に

組織的に取り組む。 

・最後まで粘り強く取り組

ませて進路決定を目指す。 

・進学受験方法の多

様化が進んでいるの

で、情報収集に努

め、生徒に対しさら

なる有効な支援がで

きることを望む。 

進路アンケートの結果

はおおむね満足ととれ

る。より高い目標に挑

戦する意識を養いた

い。 

組織的に進路指導

に取り組むこと

で、進学意識の向

上に努める。 

４ 
地域等と
の協働 

・主体的な諸活動によ 

り地域社会との協力関 

係を築く過程で、地域 

に開かれ、地域に貢献 

する学校づくりを推進 

する。 

・地域社会と交流する 

機会を積極的に設定 

し、学校行事等の情報 

を広く発信することで 

地域に開かれた学校を 

目指す。 

・ホームページに掲載する 

動画を活用した学校行事等 

の紹介や、定期的に実施す 

る地域の清掃活動・防災へ 

の取り組みを通して、地域 

との交流の機会を設ける。 

・地域社会との積極的な 

交流が計画通り実施でき 

たか。 

・情報媒体を活用した地 

域社会への発信が計画の 

通り実施できたか。 

・清掃活動や防災への取り

組みを通して生徒が地域社

会をより知ることができ

た。また、地域の方々に生

徒の様子や活動状況を見て

いただく機会となった。 

・地域との交流を深めるた

めの方策を模索する。 

・自治会を招いての

防災訓練実施は評価

できる。学校ホーム

ページの充実度も評

価できる。 

学校主体の交流は進ん

だが、生徒と地域の交

流に機械を増やすこと

が課題である。 

地域との交流につ

いて生徒も交えて

方策を模索する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校施設・設備の管

理、校内美化に取り組

む。 

②事故なく、効率的な

働き方を推進する。 

③外部に対する情報発 

信を充実させる。 

 

 

 

①校内美化に取り組み 

学習環境を整える。 

②不祥事防止研修を充

実させるとともに、働

き方改革を推進する。 

③適切な学校情報を発

信する。 

 

①日常的に清掃活動に取り 

組み、学習環境を整える。 

②不祥事防止研修を通して 

事故防止の意識を高めると 

ともに、働き方の改善を行 

っていく。 

③学校説明会等を充実さ 

せ、ホームページの更新に

努め、本校の魅力や特徴が

より伝わるように改善に努

める。 

①清掃活動を通して、学

習環境を整えることが

出来たか。 

②アンケートにより、不

祥事防止の意識が高まっ

たか。時間外勤務が昨年

より減少したか。 

③学校説明会等を通じ 

て、本校の魅力を十分に 

発信できたか。アンケー 

トによる満足度が7割以 

①分別への意識が高まると

ともに「キレイな大船高

校」になりつつある。 

②毎月実施した不祥事防止

研修により、意識を高める

ことができた。時間外勤務

の軽減にはいたらなかっ

た。 

③学校見学会・説明会を受

検生・保護者のニーズに合

わせて実施し、概ね好評で

①分別の意識は高まってい

ると感じるが、完璧ではな

い。次年度も呼びかけ続け

る。 

②不祥事防止研修がマンネ

リ化しないよう工夫が必要

である。また、業務内容の

精選だけでなく業務量の偏

りについても改善の必要が

ある。 

③開催時期および実施内容

①清掃意識を今後も

醸成していってほし

い。 

②働き方改革のさら

なる推進に努めてほ

しい。 

③生徒主体となった

説明会等は好感が持

て、評価できる。 

①校内の清掃は行き届

くようになった。 

②不祥事防止の意識の

醸成とともに、風通し

の良い職場づくりの推

進に努める。 

③学校説明会、ホーム

ページ等を通じて、本

校の魅力と情報を発信

できた。 

①美化意識をさら

に向上させ、きれ

いな大船高校を維

持する。 

②研修により、人

権の意識を向上さ

せる。 

③本校を第 1 志望

としてもらえるよ

う、中学生や保護

者に向けてニーズ



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月17日実施） 

総合評価（３月27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 上を維持できたか。 あった。志願増に繋がった

と思われる。ホームページ

の更新がこれまでよりスム

ーズに行えた。 

をよりよく改善する。更新

に時間がかかるところもあ

るので、更に働きかけをし

ていく必要がある。 

をつかんだ情報発

信をしていく。 

 


